
，〓

車

〓

〓

〓

こ

軍

〓

〓

〓

三

こ

こ

〓

室

こ

こ

〓

〓

三

こ

こ

こ

こ

〓

ョ

三

三

喜

〓

こ

喜

〓

ぼ
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命
〇
対
０
０
、
拶
主
Ｏ
ｐ
　
　
メく
Ｊ
【命
ず
　
　
【の
　
　
ゴ
①ヽ
再
　
　
　
　
メく
の
毎
①
く
の
中Ｏ
ｏ
①
ユ
”
拶
毎
い
ｏ
℃
〓
①
毎
∽
く
∽
‐

脚
　

ビ
ジ
不ヽ
ス
会
話

¨

３　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
汗
ぉ
。
メミ
ｐ
一掛
付げ
①
メく
拶
古①
【
【
①
】拶
付の
毎
【ｐ
，　
　
　
　
付Ｏ
Ｄ
ｐ
一ｐ
付ゴ
中の
く
の
拶
料
，

岬
　

典
型
的
な
言
い
回
し
や
表
現
法

‐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
Ｓ
の合ヽ
く
・　
町
命ヽ
∽
①
お
離
く
】
胃
　
”
揮
Ｐ
　
①
停
‥

つ
Ｄ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬
　
　
ビ
ジ
ネ

ス
社
会

で
の
英
語
表
現
、

ま
　
　
崎
縄
＆

野

刃
伸
∪

伊
ヽ

ゴ
一幣

神
Ｆ
ｘ
　
圏
田
樹
田
淵
附
阻

みヤ　　　　　　　　　　　中中卵↓こり↓こ中巾榊や範嘘党韓醜脚注　圏中呻いい巾中、∽付①押　　　　　　　一帥巾中呻印、い的中申中中一中い

・
会
社
を
代
表
し
て
い
る
と
き
は

電
問
　
　
句
一■＆
Ｆ
ざ

汀
的
Ｊ

ま
津

１
．

挨
拶
シ
ー
ン

【
例
文

　

　

　

　

　

　

を
使
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
日
本
人
は

い
鳩
唱資
が
好
き
だ

が
、

弓
Ｆ
伸
ｐ
汗

く
ｏ
ぼ

く
の
、く

日
寓
ゴ

む
ヽ
　

・
自
分
の
仕
事
内
容
を
具
体
的
に
　
　
　
　
＞」
れ
は
間
違

い
、

こ
れ
は

「最
初
は

く
ｏ
環

市一薄
ｐ
玉
Ｆ
弱
湯
Ｆ
恵
く
器
Ｓ
の
　

・
業
界
で
の
会
社
の
位
置
づ
け
を
さ
り
　
　
～
だ

っ
た
が
、

今
は
～
だ
」
に
使
わ

冴
【
ｏ
中滅
尋
一・
＞
＆

一矛

Ｂ
く
０
中患
？
　
　
げ
な
く
説
明
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
る
こ
と
が
多

い

ば
命ヽ　
命０
０
唱①
のＯ
ｐ
古
Ｏ
Ｓ
唱　
０
〇ヽ
律
ぼ
●台
命〇

く
ｏ
ぼ
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
．

話
の
流
れ
の
説
明
　
　
　
　
　
　
　
５
．

本
論
の
構
成
、

そ
の
２

Ｈ
ヨ
〇ヽ
ば
】律
中【汗
の
命〇
毎
一∽命
Ｆ
∽∽
〇
再
、
】拶
一‐　
　
　
　
∽
の
命
〇
拶
毎
】
料　
ヨ
〇ヽ
ぼ
中毎
　
】一汗
命
　
古〇
　
古拶
一汗

口
樹
隅
周
闇
闇
開
日
団
門
朝
日
口
円
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
の
付
　
一０
■
〇
伍
戸
淳命
市
の
，　
い巧
Ｊ
一０
培
①
　
い
ヽ
の
　
合
げ
唱
０
０
　
　
　
　
　
拶
ず
ヤＯ
Ｃ
卜

の
Ｏ
く
の
ヽ
い
】
の
ぼ
命
命
①
の
の
ｈ
ば
中
の
Ｘ
拶
Ｂ
ｐ
ｔ

・
紹
介
し
て
く
れ
た
人

へ
の
お
礼
、

感
　
　
じ
ｏ
【ユ
ｐ
料
電
ｏ
Ｆ
臣

中【汀

き

出
特
ｏ
琢
　
　
０
】秘

ｏ
ｈ
ｏ
瞑

命
汗
ｐ
冴

Ｊ
●ヽ
思
∽中ｐ
吸

謝

の

こ

＞
ふ

は
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

電

一古
ず

く
ｏ
再

げ
ュ

命
め
平

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０
■
ｏ
毎
Ｆ
の
付
一く
【付
く
　

げ
く
　

脚
ｏ
じ
】村

毎
　

ｏ
ギ
唱

・
発
表
の
機
会
を
頂
い
た
御
礼
の
言
葉

一や
古
①
の
市
の
く
の
命
①
Ｏ
メ

・
に
こ
や
か
に
余
裕
を
も
っ
て
語
り
か
　
口
倒
日
円
ｌｔ‐
陽
阻

け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
３
点
以
上
の
話
題
は
避
け
る
、

集
中
　
圏
円
倒
円
附
協
阻

・
日
本
人
の
名
前
、

ゆ
っ
く
り
と
話
す
　
　
さ
せ
る
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
で
き
る
だ
け
ポ
ー
ズ
（呼
吸
の
間
）
と

（書
き
と
れ
る
よ
う
に
）　
　
　
　
　
　
・
相
手
の
関
心
事
を
引
き
出
し
て
も
良
　
　
抑
揚
を
入
れ
る

・
英
語
が
不
得
意
な
こ
と
を
絶
対
に
謝
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
、

・
表
情
を
豊
か
に

ら
な
い
こ
と
（日
本
人
の
悪
い
癖
）
　

　

・
３
点
の
内
容
を
簡
単
に
説
明
す
る
　
　

。
顧
客
の
状
況
を
簡
潔
に

岬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ　
２
．

自
己
紹
介
と
会
社
の
紹
介
　
　
　
　
４
日

本
論
の
構
成
、

そ
の
１
　
　
　
　
　
６
．

本
論
の
構
成
、

そ
の
３

ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ
　
　
　
　

料
　
ゃ
Ｓ
ｐ
　
域
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ｒ
一̈ｐ
ｍ
一　
一ｐ
　
付
ゴ
①
　
律
の
０
拶
培
古‐　
　
　
　
明
〓
ヽ
の
市・　
や①
市
もの

　
付
中
一汗
　
伸
げ
〇
再
古
　
古
げ
①
　
伸
ａ
ｔ　
　
　
　
由
辞
土
唱
毎
〕
川
　
ヨ
Ｏヽ
ｄ
・】ュ
　
一【汗
①
　
古
〇
　
の
命
鳴
０
の
の

側
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ｍ
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①
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ヽ
Ｆ
メ
鴫

　

帥
古

　

に
′

ゝ
戸
　

　

　

　

く

串
Ｄ
卜

伸

的

①
　
Ｏ
～
　
〇

ば
【

　
】
”
古
①

の
命
　
一０

ヽ
Ｏ

ａ

Ｃ

命
ｒ

　

　

　

　

命
Ｆ
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Ｏ

命
ヽ
特
〇

ヽ
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〇
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命
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∽
く
∽
付
①
段
ｒ
　
メく
ず
中命
Ｆ

Ｏ
再
付
ｏ
①
ヽ
特
〇
ヽ
日
】∽
　
”
〓

〇
市
ず
①
【
　
ｏ
■
〇
毎
ぼ
命
付
の
　
ｏ
■
〇
斜
ば
●
①
毎
　
げ
く

〇
ば
ヽ
〇
〇
日

０
の
ュ
古
ｏ
ヽ
∽
・

・
力
説
し
、

興
味
を
引
く

・
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
終
わ
り
方
を
心

が
け
る

町
一拶
≧
く

・
要
点
を
必
ず
繰
り
返
す
こ
と

７
，

質
疑
応
答

・
質
問
受
け
入
れ

弓
ゴ
釣
台．の
い
的
ｏ
ｏ
毎
０
再
①
の
付淳Ｏ
Ｄ
・

弓
ず
拶
ｐ
汗
く
〇
再
為〇
ヽ
く
〇
何
ヽ
β
再
①
∽
古一〇
ｐ
・

弓
Ｆ
い
古】∽
拶
掛
一拶
合①
【
●
∽
古一ｐ
い
Ｏ
Ｃ
Ｏ
の
命一〇
停
・

要
点
チ

ェ
ッ
ク

一

・
汗
】【①
お

の
方

が

酔
一許

よ
り
格

調

が
高
く
、

重

い
表
現
に
な
る

。
”
増
８

は
自
分
の
考
え
に
完
全
に

一

致
し
た
場
合
の
み
使
う

・
相

手

を

尊

重

す

る

同

意

汗

ｐ

胃

古
ず
中ｐ
汗

く
Ｏ
α

や
ヽ
①

、
【的
ず
↑

９
．

質
疑
応
答

・
質
問
の
意
味
が
わ
か

ら
な
い
時
、

必
ず
聞
き
返
す

Ｏ
ｏ
再
】毎

く
ｏ
何

ヽ
①
Ｏ
①
伸
市
付
す
ぃ
Ｆ

Ｏ
】①
伸
∽
①
↓

∽
〇
ヽ
ヽ
く
・　
命
Ｏ
Ｓ
】い
　
く
〇
ば
　
ヽ
の
Ｏ
①
伸
古
　
く
〇
ば
、

Ｏ
Ｓ
①
の
合
中Ｏ
ｐ
『

〇
〇
α
中毎

く
〇
ぼ

の
Ｏ
①
拶
汗

の
】〇
ゴ
ふ
く
『

胃
拶
ヨ

伸
ｈ
ヽ
い
一毎

胃

拶
Ｓ

ｐ
Ｏ
市

中ｐ

い

Ｏ
ｏ
の
Ｔ

宮

Ｏ
ｐ

・

会
社
内
で
の
自
分
の
権
限
、

秘
密
保

持
を
常
に
勘
案
し
答
え
る

相
手
が

一
番
知
り
た

い
こ
と
、

例
え

ば
戦
略
や
価
格
構
成
で
あ
る
場
合
が

多

い

余
裕
が
あ
れ
ば
、

村．ド
拐
ポ
Ｓ
く
げ
ｏ
稼

Ｆ
付颯

と
笑

い
な
が
ら
容
え
る

＞

Ｄ
く

ｏ
台
ず
①
ヽ

ｏ
ば
①
の
合
【Ｏ
Ｄ
める

＞

Ｄ
く
　
ｏ
Ｆ
の
∽
威
ｏ
ｐ
の
　
弾
ヽ
①
　
ゴ
【の
中●
〇
お
β
①
〕

拶
停
く
　
β
ば
①
∽
古
中〇
拶
∽
　
く
〇
ば

メく
Ｏ
Ｆ
中毎
　
中中汗
●

い
の
汗

【浮
●
砲

圏
目
附
倒
巴

・
０
属
登
ｏ
湯

と
複
数
に
な
る

。
反
論
さ
れ
た
時
、

感
情
的
に
な
ら
な

い
、

具
体
的
事
例
で
説
得
す
る

。
同
じ
人
だ
け
が
質
問
し
て
く
る
場
合

∽
〇
ヽ
村
く
】
ｐ
①
※
命
Ｏ
①
ヽ
の
Ｏ
Ｄ

一∽

メく
脚
腎
中ｐ
∞

∽
Ｊ
Ｏ
ヽ
命
ず
ヽ
①
拶
汗
・

Ｆ
の
合
）の

合
拶
汗
①

”

岸
〇
虫
Ｆ
一Ｄ
再
命
①

ザ
ヽ
①
拶
汗
，

到

男

引

■

こ

の

件

が

終

了

し

い
げ
〇
何
古
の
ず
〇
ヽ
さ
げ
ヽ
の
拶
汗

冴
ｒ

ａ
一∽
命
再
∽
の
中β
崎

キ
Ｊ
め

一命
∽
『

・
質
問
を
好
意
的
に
受
け
入
れ
る

。
質
問

の
意
味
が
よ
く
理
解

で
き
な
け

れ
ば
、

再
度
聞
き
返
す

。
ま
た
再
度
確
認
す
る
こ
と
、

質
問
は

こ
れ
で
す
ね
と

問
ま
毎
く
〇
ば
∽
伸
く
古ゴ
伸
市

８
　
質
疑
応
答

・
質
問
者

へ
の
同
意

料
ザ
●
一一①
く
の
命Ｊ
伸
古
の
日
の
ヽ
∞
一ｐ
的
律
①
∽
や
】一

ｐ
拶
主
〇
拶
　
日
伸
【
汗
①
付
　
メく
革
】
　
げ
命
　
∽
汗
く

ヽ
〇
●
汗
①
付
拶
の
Ｘ
古
毎
の
命
脚
く
ヽ
伸
の

く
Ｏ
Ｓ

の
拶
【毎
・

質
疑
応
答
・も

っ
と
質
問
を
求
め
る

日
本

人

の
定
番

表

現

で
聞
き
返
す

〇
〇
ぼ
】斜
く
ｏ
Ｓ
のＯ
①
”
汗
∽中〇
ヨ
ユ
く
的

長

い
質
問

の
揚
合
、

ま
と
め
さ
せ
る

の
ｏ
ぼ
やい
　

く
ｏ
Ｆ

　

の
Ｓ
Ｓ
望
Ｒ
序拶
■
一Ｎ
の
　

く
〇
ば
ヽ

β
再
①
の市一〇
ｐ
『

具
体
的
な
事
例
を
示
し
て
も
ら
う

川
　
の
拶
ｐ
々付

　
～
〇
再
〇
メミ
　
く
〇
再
‘　
命
〇
ば
】い
　
く
Ｏ
Ｓ

∽
ｏ
の
再
一古
Ｏ
Ｓ
古↓
　
　
　
　
　
　
ヽ

‐２
　
休
憩
を
と
る

・
気
分
転
換

１０
．

質
疑
応
答

・
回
答
す
る
立
場
に
な
　
　
Ｆ
魚
〕∽

古鉾
の
伸
軒
思
打
ｒ
ユ
〕の

古鉾
命
郎

い
時

料
　
拶
薄

　
ｐ
ｏ
古
　
一ｐ
　
い
　
０
０
の
一命
中〇
拶
　
命
〇
　
伸
拶
，

の
ゴ
「ｏ
ヽ

付
ず
伸
付

０
ぼ
①
∽
キ
一〇
ｐ
・

1 1

て

か

ら

野

電

拶
～
付
の
ヽ

ぎ

命ヽ

掛
わ
‐

０
、
①
∽
の
Ｄ
合

古
０
０
‐

休
憩
を
提
案
す
る
と
き

∪
ｏ
拶
】付

く
ｏ
ば

市
ゴ
一Ｄ
汗

中合
）の

　
”

付
軒
Ｆ
の

伸

ず
ヽ
①
伸
汗
句

〇
対
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